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研究成果の概要（和文）：本研究は、社会的痛苦の縮減を可能とする“生存の場としての地域社会”の構築をめ
ざし、惑星社会の問題に応答する“未発の社会運動”を把握するための調査を行った。　　イタリアと日本にお
ける調査の結果、惑星社会の問題に直面する“個々人の内なる社会変動”、すなわち“生存の在り方”をめぐる
根本的な「問い」とかかわる運動である場合には、それがきわめて局所的で個人的な現象であったとしても、惑
星社会そのものへの重要なインパクトとなり得ることがわかった。

研究成果の概要（英文）：This project aimed to elaborate "Communities for Sustainable Ways of Being" 
that could reduce social pain(patientiae), and conducted a social research to grasp "nascent 
movements" responding for/to the multiple problems in the planetary society. As a result of the 
research in Italy and Japan, if it is a movement that includes the "changing form/metamorphosis in 
the interior of the individual corporeality" that faces the problem of the planetary society, that 
is, the fundamental "question" over "ways of being", even if it is a local and individual 
phenomenon, it can be an important impact on the planetary society itself.

研究分野：地域社会学、国際フィールドワーク、社会運動論

キーワード： イタリア　社会運動　惑星社会　移民・難民　社会変動　仮説生成型　リフレクシヴ　潜在的局面

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本調査研究の学術的意義は、局所的で個人的な変動・運動が、惑星規模の社会のうごきにインパクトを与えるメ
カニズムを把握する理論・方法を錬磨したこと、国家や地域の枠組みから脱領域的・領域横断的でグローバルな
協業による「水平的関係性構築」の国際共同研究ネットワークの構築、惑星規模の問題に応答するリフレクシヴ
な調査研究のネットワークづくりの可能性を提示したことにある。
社会的意義は、複合的な「危機」に直面し、異質性の否定による「壁」の増殖がすすむ現代社会において、《異
質な他者が水平的な関係性を構築するかたちでのコミュニティ形成はいかにして可能か》という「問い」に応え
る可能性を提示したことである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1)本研究は、海外共同研究者メルッチが提唱する惑星社会（planetary society）論と未発の社会運

動（nascent movements）論に基づき調査を行った。惑星社会論は、システム化・ネットワーク化・グロ

ーバル化の側面に注目する社会論に対して、自然や資源の有限性、極度にシステム化した社会の統

治性の限界に着目する現代社会論である。未発の社会運動論は、日常生活と社会システムの間に位

置する社会運動の背後にある“個々人の内なる社会変動”を把えるための理論である。 

(2)惑星社会の問題に応答する未発の社会運動論が注目される契機となったのは、阪神･淡路の震災

と東日本大震災である。〈成長の限界と「想定外」のリスクのもとで現れる複合的な問題にいかなる応答

をするのか、異なるタイプの他者との相互理解、社会的痛苦の縮減を可能とする「テリトリー」としてのコ

ミュニティをどのように構想するのか〉という課題に応えることを、本研究はめざした。 

 
２．研究の目的 
(1)本研究の長期目標は、社会的痛苦の縮減を可能とする“生存の場としての地域社会”の構築である。

そのため、惑星社会の問題に応答する未発の社会運動を把握することが、本研究の目的となる。 

(2)具体的には、1987年と 2011年に国民投票を行い国内すべての原発を停止させたイタリアを、学術

調査の対象地とする。経済的・政治的・社会的「危機」や「エネルギー選択」「移民・難民」問題等への

関心の背後にある未発の社会運動を調査し、その特質を“リフレクシヴな調査研究”によって捉える。 

(3)今回のイタリアとの比較調査研究で得られた知見と未発の社会運動論のさらなる展開と拡充により、

東日本大震災以降の日本とイタリアにおける、異質性を含み混んだ“生存の場としての地域社会”を構

築するための条件を探求することが本研究の意義である。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するために、以下の(1)課題、(2)アプローチ、(3)到達目標を設定した。 

(1)「危機」と「エネルギー選択」への強い関心を持つイタリア、とりわけ国民投票による原発停止という

可視的な社会運動が顕著に生起した特別自治州（サルデーニャ州、フリウリ＝ヴェネツィア・ジュリア州、

シチリア州などの島嶼地域・国境地域）を主要なフィールドとして調査を実施する。 

(2)アプローチとしては、社会運動論・臨床社会学・歴史社会学などを組み合わせた複合的アプローチ

による“リフレクシヴな調査研究”（メルッチ、メルレル、ヴァルジウ）を採用する。調査で直面した困難、

作業仮説の範囲をこえた事例を中心にデータを整理し、惑星社会論と未発の社会運動論による意味

づけと総合を行う。 

(3)①今回の学術調査を通じて蓄積した知見に基づき、プロジェクトの往路における基礎理論となった

惑星社会論、未発の社会運動論、リフレクシヴな調査研究を錬磨する。②プロジェクトの復路における

基礎理論となる“生存の場としての地域社会論”の到達段階を日本とイタリアで公開する。 
 
４．研究成果 
 本調査研究による研究成果は、(1)社会理論、(2)調査方法論、(3)惑星社会の問題の捉え直しと国

際共同研究の新たな展開とにかかわって獲得された： 

(1)本研究は、惑星地球規模となった現代社会で生起しつつある複合的問題が、非対称性と偏差を伴

って現象する地域問題への応答をめざした。惑星地球規模の規格化・画一化と表裏一体をなす都市

や地域の多民族化・複合文化社会化は、社会に混沌・動揺・統治不可能性をもたらし、グローバル化

のなかでかえって「壁」は増殖し、異端・異物を排除・根絶する力が、ますます強くなってきている。こう

した複合的問題（the multiple problems）は、可視的な制度等に着目する国際・社会学あるいは地

域・社会学、可視的な出来事を対象とする社会運動論で捉えきれなくなってきた。膨大な事例研究を

基礎づける理論と方法の不十分さが指摘されており、国際社会そのものに関する学（惑星社会論）、シ



ステム化・グローバル化する地域社会で現に起こりつつある “うごき（nascent processes, processi 

nascenti）”をとらえる理論・概念・カテゴリー（未発の社会運動論）が求められている。本調査研究は、

イタリア、日本社会のみならず、世界各地で生起しつつある微細な“うごき”が、これからの惑星社会に

もたらす意味を捉えることをめざし、“生存の場としての地域社会論”への目処を立てた。 

(2)学術調査をすすめるなかで、可視的な出来事の背後の微細な動きを捉えるための調査方法論とし

て、海外共同研究者のメルッチ夫妻（メルッチが亡くなった後は、夫人との共同研究を継続）・メルレ

ル・ヴァルジウらとともに、“リフレクシヴな調査研究（Reflexive Research ）”を錬磨した。リフレクシヴな

調査研究は、初期シカゴ学派のように、living society (city, community and region)のなかで、学

生・院生も含めて社会学や社会調査の理論と実践について膨大な議論を積み重ね、フィールドで出

会った予想外の困難に導かれるかたちで、複数のメソッドを生み出すメソドロジーである。 

 仮説生成型の本調査法においては、調査者側の当初の作業仮説とは異なる理解のあり方、現象の

現れ方、相関関係などに出会い、予想通りにいかない場合が、もっとも貴重なリフレクションの場を提

供するかたちで設計されている。深い聴きとり調査とドキュメント収集、キーパーソンからの機縁法によ

る学術調査をすすめるなかで、新たな知見を獲得した。すなわち、イタリアの調査対象地における当事

者の危機意識、さらには精神的な病、自殺、白血病などによる死が多く現れてきたこととかかわって、

可視的な資源動員や異議申し立ての背後で、“個々人の内なる社会変動”、すなわち“生存の在り方

（ways of being）”そのものへの「新たな問い」が萌芽しつつあるという知見である。この微細な “うご

き”が、原発停止あるいは移民排斥などへと結びついていると、当事者もまた知覚しているという知見

である。それゆえ、「可視的局面」の背後で諸個人の深部で不断に醸成されている「潜在的局面」の“う

ごき（nascent moments ）”を理解していくための調査方法論の再構成が今後の課題となった。 

(3)本研究の調査対象地であったサッサリ、トリエステ等での環境・平和運動・人権運動・地域主義運

動等の調査をすすめるなかで、難民・移民の問題と異質性の否定・排除の問題への応答が大きな課

題として立ち現れた。「グローバリゼーション」は、惑星地球規模で「国民」「市民」といった枠からはみ

出す“受難者／受難民（homines patientes）”の存在が可視化するプロセスとなる。ここには、地方の

廃棄、不採算部門の廃棄、自然の廃棄、生命の廃棄、価値・願望の廃棄、何よりも人間そのものの“廃

棄（dump[ing]）”の問題が内在している。“廃棄”の問題とかかわって生ずる「壁」の増殖への応答とい

う観点から、仮説生成型の調査に基づき知見を蓄積した。 

 ランペドゥーザ、セウタ、メリリャ、ジブラルタル調査においては、軍時戦略上の「橋頭堡」として、基

地・軍事施設が置かれてきた島嶼社会と「飛び地（国家主権の及ぶ土地）」が、アフリカからヨーロッパ

への移民・難民の「玄関口」として「再発見」されたことに対する個々人の“うごき”に関する調査を行っ

た。他方で、サッサリとトリエステ調査では、地域・コミュニティ調査研究の歩み（地域研究所

FOIST/INTHUM と神奈川県・東京都郊外地区の調査研究）に関する比較、リフレクシヴな調査研究

の方法論と認識論の比較（ヴァルジウたちの “コミュニティを基盤とする参与的調査研究

(Community-Based Participatory Research(CBPR))”との比較）を行った。ここでは、別の研究プロ

ジェクトで調査をすすめる宮古・石垣調査、立川・砂川調査との比較可能性が明らかとなった。 

 仮説生成型の学術調査の結果、“生存の場としての地域社会”は、惑星社会の問題に直面する

“個々人の内なる社会変動”、すなわち“生存の在り方”をめぐる根本的な「問い」とかかわる“うごき”か

ら構想された場合には、それがきわめて局所的な現象であったとしても、惑星社会そのものへの重要

なインパクトとなり得ることがわかった。他方で、特定のコミュニティの “うごき”を捉える個別の研究が、

惑星社会そのものの “うごき”とどのようにつながっているのかを意味付け・比較する理論と方法の錬

磨がまだ不十分であることも明らかとなった。 



 今後は、理論・方法を構築する方法にも自覚的なかたちで、《異質な他者が水平的な関係性を構築

するかたちでのコミュニティ形成はいかにして可能か》という「問い」に即して研究をすすめる。国家や

地域の枠組みから脱領域的・領域横断的でグローバルな協業による「水平的関係性構築」の国際共

同研究ネットワークの構築、惑星規模の問題に応答するリフレクシヴな調査研究のネットワークづくりを、

日本・イタリア・ブラジル［・カナダ・インド］の国際共同研究として行う予定である。 

 本調査研究期間内の研究成果は、日本とイタリアで公刊され（５にて後述）、次なる国際共同研究の

展開にむけての“基点／起点”としての役割を果たすものとなった。 
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